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道
選
手
権
大
会

入場行進

男子団体優勝＝国士舘（東京）



カラーグラフ　全国高等学校柔道選手権大会

国士舘が５年ぶりの優勝
埼玉栄が２連覇達成

全国高等学校柔道選手権大会

男子団体決勝＝国士舘・飯田（手前）が大腰で一本

男子団体

女子団体
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　第 37 回全国高等学校柔道選手権大会（主催＝

全日本柔道連盟・全国高等学校体育連盟）は３月

20・21 日、日本武道館で開催され、団体戦と個

人戦で高校柔道日本一を争った。

　男子団体戦では、国士舘（東京）が大成（愛知）

に勝ち、５年ぶり８回目の優勝を決めた。女子団

体戦は、埼玉栄（埼玉）が大成（愛知）を降し、

２年連続５回目の優勝に輝いた。男子個人戦 90㎏ 

級では、田嶋剛希（国士舘）が団体戦と併せて優

勝を果した（詳細は 4 〜7 頁）。

女子団体優勝が決まり喜ぶ埼玉栄の選手

男子団体優勝＝国士舘（東京）

女子団体決勝＝埼玉栄・冨田（右）対大成・鈴木
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第
37
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
（
主
催
＝
全
日
本
柔
道
連
盟
・
全
国
高

等
学
校
体
育
連
盟
）
は
３
月
20
日
（
個
人

戦
）・
21
日
（
団
体
戦
）
の
２
日
間
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

男
子
団
体
戦
で
は
国
士
舘
（
東
京
）
が

大
成
（
愛
知
）
に
勝
ち
、
５
年
ぶ
り
８
回

目
の
優
勝
を
決
め
た
。
女
子
団
体
戦
は
、

埼
玉
栄（
埼
玉
）が
大
成（
愛
知
）を
降
し
、

２
年
連
続
５
回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。
男

子
個
人
戦
90
㎏
級
で
は
田
嶋
剛
希
（
国
士

舘
）
が
団
体
戦
と
併
せ
て
優
勝
し
た
。

　
　

　

各
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男

子
52
校
、
女
子
48
校
が
出
場
。
男
子
は
１

チ
ー
ム
５
名
の
勝
ち
抜
き
戦
に
よ
る
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
、
女
子
は
１
チ
ー
ム
３
名
の
点

取
り
試
合
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
試
合

時
間
は
男
女
共
に
３
分
（
決
勝
の
み
４

分
）
で
争
わ
れ
た
。

■
男
子

　

準
決
勝
は
、
国
士
舘
（
東
京
）
対
大
牟

田
（
福
岡
）
と
大
成
（
愛
知
）
対
日
体
荏

原
（
東
京
）
と
な
っ
た
。
国
士
舘
は
３
人

の
残
し
で
大
牟
田
に
勝
利
。
大
成
対
日
体

荏
原
は
、
大
成
が
１
人
残
し
で
日
体
荏
原

を
破
っ
て
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

◇
決
勝

国
士
舘（
東
京
）　

２
人
残
し　

大
成（
愛
知
）

田
嶋
剛
希　
　

引　

分　
　

前
濵
忠
大

河
田
闘
志　
　

引　

分　
　

友
田
皓
太

飯
田
健
太
郎
Ⓚ
僅　

差　
　

並
木
泰
雅

飯
田
健
太
郎
◯
大　

腰　
　

古
賀
楓
人

飯
田
健
太
郎　

引　

分　
　

神
鳥　

剛

　

先
鋒
、
次
鋒
戦
は
引
分
と
な
っ
た
。
中

堅
は
国
士
舘
・
飯
田
と
大
成
・
並
木
が
対

戦
。
飯
田
は
並
木
に
釣
り
手
を
摑つ
か

ま
せ
な

い
よ
う
攻
め
続
け
、
並
木
を
僅
差
（
指
導

２
）
で
降
し
た
。

　

飯
田
（
身
長
186
㎝
、
体
重
97
㎏
）
は
大

成
の
副
将
・
古
賀
（
身
長
174
㎝
、
体
重
73

国
士
舘
が
５
年
ぶ
り
８
回
目
の
優
勝

 
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

男子団体決勝戦＝国士舘・飯田（右）対大成・古賀

開会式

団
体
戦
（
21
日
）
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㎏
）
と
対
戦
。
古
賀
は
体
格
差
の
あ
る
飯

田
に
対
し
て
も
積
極
的
な
組
手
争
い
で
、

一
歩
も
引
か
な
い
。
し
か
し
、
試
合
開
始

47
秒
、
古
賀
が
奥
襟
を
組
ん
だ
後
、
飯
田

は
古
賀
を
釣
り
上
げ
、
豪
快
な
大
腰
で
一

本
勝
。
飯
田
は
２
人
勝
ち
抜
き
、
大
成
の

大
将
・
神
鳥
と
対
戦
。
飯
田
は
神
鳥
の
攻

め
に
対
し
て
体
勢
を
崩
さ
れ
る
。
疲
れ
の

見
え
る
飯
田
だ
が
、
神
鳥
の
攻
め
を
上う

手ま

く
躱か
わ

し
、
引
き
分
け
た
。
２
人
残
し
で
国

士
舘
が
５
年
ぶ
り
８
回
目
の
優
勝
を
果
し

た
。

◎
優
勝
＝
国
士
舘
・
岩
渕
公
一
監
督

「
総
合
力
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
故
斉
藤
仁
先
生
の
勝
負
に
対
す
る
執

念
を
国
士
舘
は
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

い
と
部
員
を
励
ま
し
、
厳
し
い
稽
古
に
取

り
組
み
ま
し
た
」

■
女
子

　

準
決
勝
は
、
埼
玉
栄
（
埼
玉
）
対
東
大

阪
大
敬
愛
（
大
阪
）
と
、
大
成
（
愛
知
）

対
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）
の
対
戦
と
な
っ

た
。
埼
玉
栄
は
先
鋒
・
常
見
と
中
堅
・
工

藤
が
一
本
勝
ち
し
、
２
対
０
で
東
大
阪
大

敬
愛
を
降
し
た
。
大
成
対
桐
蔭
学
園
戦
で

は
、
先
鋒
・
中
堅
が
引
き
分
け
る
。
大
将

戦
は
大
成
・
鈴
木
が
開
始
45
秒
で
桐
蔭
の

川
村
か
ら
袖
釣
込
腰
の
一
本
勝
を
収
め
、

大
成
が
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

◇
決
勝

埼
玉
栄（
埼
玉
）　

１
―
０　

大
成（
愛
知
）

常
見
海
琴
○　

袈
裟
固　

黒
木
七
都
美

工
藤
七
海　
　

引　

分　

鍋
倉
那
美

冨
田
若
春　
　

引　

分　

鈴
木
伊
織

　

先
鋒
戦
、
埼
玉
栄
・
常
見
と
大
成
・
黒

木
の
対
戦
。
両
者
決
め
手
を
欠
き
、
時
間

が
経
過
す
る
。
残
り
１
分
を
過
ぎ
、
常
見

は
黒
木
の
懐
に
は
い
る
よ
う
に
腰
車
を
か

け
た
。
黒
木
は
こ
ら
え
き
れ
ず
に
転
倒
し

有
効
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
ま
ま
常
見
が
袈

裟
固
で
抑
え
込
み
、
合
技
で
一
本
勝
ち
。

中
堅
、
大
将
は
引
き
分
け
、
結
果
、
埼
玉

栄
が
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
埼
玉
栄
・
本
松
好
正
監
督

「
み
ん
な
が
エ
ー
ス
だ
か
ら
と
伝
え
、
そ

れ
に
選
手
が
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
総
合

力
で
勝
て
ま
し
た
。」

　　
　

　

男
女
共
に
体
重
別
４
階
級
と
無
差
別

で
行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ス
に
は
各
都
道
府
県

の
代
表
47
名
が
出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
、
試
合
時
間
は
３
分
、
得
点
差

が
な
い
場
合
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
（
時

間
無
制
限
）
で
勝
敗
を
決
し
た
。

■
男
子

◇
60
㎏
級

　

古
賀
玄
暉
（
愛
知
・
大
成
）
と
菅
原

大
斗
（
新
潟
・
豊
栄
）
が
決
勝
で
対
戦
。

先
に
技
を
掛
け
る
の
は
古
賀
。
終
始
攻

め
続
け
た
古
賀
は
、
菅
原
を
指
導
差
（
指

導
１
）
で
降
し
、
優
勝
を
決
め
た
。

◇
73
㎏
級

　

決
勝
は
立
川
新
（
愛
媛
・
新
田
）
と
古

賀
颯
人
（
愛
知
・
大
成
）
が
対
戦
し
た
。

両
者
共
に
指
導
３
を
受
け
、
延
長
戦
へ
。

互
い
に
技
を
仕
掛
け
る
も
決
め
き
れ
な

い
。
延
長
９
分
50
秒
、
立
川
が
足
技
で
攻

め
る
と
、
古
賀
は
不
用
意
に
後
ろ
に
下
が

っ
て
し
ま
い
場
外
へ
。
古
賀
は
指
導
４
と

な
り
反
則
負
。
接
戦
を
制
し
た
立
川
が
優

勝
を
手
に
し
た
。

◎
73
㎏
級
優
勝
＝
立
川
新
選
手（
愛
媛
・
新
田
）

 

「
あ
そ
こ
ま
で
長
い
試
合
を
し
て
負
け
た

ら
悔
し
い
の
で
、
気
持
ち
で
負
け
な
い
よ

う
に
と
思
い
ま
し
た
」

女子団体決勝＝攻める埼玉栄・常見

男子個人60㎏級決勝＝払腰で攻める古賀（右）男子個人 73㎏級決勝＝立川（奥）対古賀

個
人
戦
（
20
日
）
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◇
81
㎏
級

　

決
勝
に
は
藤
原
崇
太
郎
（
東
京
・
日
体

荏
原
）
と
笠
原
大
雅
（
奈
良
・
天
理
）
が

勝
ち
上
が
っ
た
。
互
い
に
奥
襟
を
摑
み
組

み
合
う
展
開
。
開
始
55
秒
藤
原
の
支
釣
込

足
が
見
事
に
決
ま
り
一
本
勝
を
収
め
た
。

◇
90
㎏
級

　

田
嶋
剛
希
（
東
京
・
国
士
舘
）
対
田
中

英
二
朗
（
福
岡
・
東
海
大
第
五
）
の
対
戦

は
開
始
早
々
、
田
嶋
が
背
負
投
で
技
有
を

奪
う
。
そ
の
後
も
田
嶋
は
攻
め
続
け
、
１

分
27
秒
、
再
び
背
負
投
を
掛
け
る
と
、
見

事
に
決
ま
り
、
優
勝
を
果
し
た
。

◇
無
差
別

　

太
田
彪
雅
（
栃
木
・
白
鷗
大
足
利
）
対

石
川
竜
多
（
茨
城
・
水
戸
工
）。
太
田
は

攻
め
込
ま
れ
た
不
十
分
な
体
勢
か
ら
小
外

掛
を
掛
け
る
。
こ
れ
を
石
川
は
内
股
で
切

り
返
し
技
有
を
先
取
。
残
り
時
間
40
秒
過

ぎ
、
太
田
は
払
腰
の
有
効
を
奪
っ
た
後
、

横
四
方
固
で
抑
え
込
み
一
本
勝
し
た
。

◎
無
差
別
優
勝
＝
太
田
彪
雅
選
手
（
栃

木
・
白
鷗
大
足
利
）

「
今
は
あ
ま
り
優
勝
し
た
実
感
は
な
い
で

す
が
、
嬉
し
い
で
す
。
先
に
ポ
イ
ン
ト
を

取
ら
れ
て
動
揺
し
ま
し
た
が
、
逆
転
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
絶
対
取
り
返
す
と
い

う
強
い
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し
た
」

■
女
子

◇
52
㎏
級

　

決
勝
は
坂
上
綾
（
兵
庫
・
夙
川
学
院
）

対
常
見
海
琴
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）。
両
者

の
素
早
い
組
手
争
い
が
続
く
。
積
極
的
に

攻
め
る
常
見
だ
が
、
相
手
の
袖
口
を
持
っ

て
し
ま
い
、
指
導
１
を
受
け
る
。
そ
の
後

も
互
い
に
技
を
掛
け
合
う
が
決
ま
ら
ず
、

指
導
の
差
で
坂
上
が
勝
利
を
収
め
た
。

◇
57
㎏
級

　

決
勝
は
谷
川
美
歩（
静
岡
・
藤
枝
順
心
）

と
舟
久
保
遥
香
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）
が

顔
を
合
わ
せ
た
。
開
始
42
秒
、
谷
川
は
舟

久
保
か
ら
内
股
で
有
効
を
奪
い
、
そ
の
ま

ま
抑
え
込
み
、横
四
方
固
で
一
本
勝
し
た
。

◎
57
㎏
級
優
勝
＝
谷
川
美
歩
選
手
（
静

岡
・
藤
枝
順
心
）

「
落
ち
着
い
て
試
合
が
で
き
る
よ
う
練
習

し
て
き
ま
し
た
。
決
勝
で
も
、
落
ち
着
い

て
投
げ
て
、
立
ち
技
か
ら
寝
技
へ
の
移
行

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

◇
63
㎏
級

　

嶺
井
美
穂
（
神
奈
川
・
桐
蔭
学
園
）
対

鍋
倉
那
美
（
愛
知
・
大
成
）。
残
り
50
秒

を
切
り
、
鍋
倉
は
指
導
１
を
受
け
る
。
鍋

倉
は
内
股
で
攻
め
る
も
嶺
井
の
体
勢
は
崩

れ
な
い
。
接
戦
を
制
し
た
嶺
井
が
指
導
の

差
で
、
優
勝
に
輝
い
た
。

◇
70
㎏
級

青
柳
麗
美
（
鹿
児
島
・
鹿
児
島
情
報
）

対
中
江
美
裕
（
愛
知
・
大
成
）。
青
柳
は
、

中
江
の
大
内
刈
を
上
手
く
返
し
、
有
効
を

奪
う
と
、
横
四
方
固
か
ら
上
四
方
固
に
変

化
し
て
一
本
勝
。
青
柳
は
ノ
ー
シ
ー
ド
か

ら
勝
ち
上
が
り
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
70
㎏
級
優
勝
＝
青
柳
麗
美
選
手
（
鹿
児

島
・
鹿
児
島
情
報
）

「
今
日
は
調
子
も
よ
か
っ
た
し
、
運
も
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

も
優
勝
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
大
会
で
活
躍

で
き
る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」

◇
無
差
別　

　

昨
年
３
位
の
荒
谷
莉
佳
子
（
東
京
・
帝

京
）
は
決
勝
で
鈴
木
伊
織
（
愛
知
・
大
成
）

と
対
戦
し
た
。
鈴
木
は
積
極
的
に
攻
め
袖

釣
込
腰
を
仕
掛
け
る
も
決
め
ら
れ
な
い
。

荒
谷
は
、
鈴
木
が
技
を
掛
け
つ
ぶ
れ
た
所

の
隙
を
つ
き
、上
四
方
固
で
一
本
勝
し
た
。

男子個人 90㎏級決勝＝
田嶋（右）が背負投げで技有を奪う

女子個人 57㎏級決勝＝谷川（手前）が内股で有効を奪う

女子個人無差別＝荒谷（上）が抑込みで攻める
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【
大
会
結
果
】

■
男
子
団
体
＝
①
国
士
舘
（
東
京
）
②
大
成
（
愛
知
）
③
大
牟
田
（
福
岡
）、
日
体

荏
原
（
東
京
）

■
女
子
団
体
＝
①
埼
玉
栄
（
埼
玉
）
②
大
成
（
愛
知
）
③
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）、

東
大
阪
大
敬
愛
（
大
阪
）

■
男
子
個
人

▽
60
㎏
級
＝
①
古
賀
玄
暉
（
愛
知
・
大
成
）
②
菅
原
大
斗
（
新
潟
・
豊
栄
）
③
小

島
隆
仁
郎
（
愛
媛
・
新
田
）、
杉
本
大
虎
（
東
京
・
日
体
荏
原
）

▽
73
㎏
級
＝
①
立
川
新
（
愛
媛
・
新
田
）
②
古
賀
颯
人
（
愛
知
・
大
成
）
③
内
村

光
暉
（
大
阪
・
東
海
大
仰
星
）、
助
永
洸
太
（
広
島
・
崇
徳
）

▽
81
㎏
級
＝
①
藤
原
崇
太
郎
（
東
京
・
日
体
荏
原
）
②
笠
原
大
雅
（
奈
良
・
天
理
）

③
齋
藤
悠
斗
（
山
形
・
東
海
大
山
形
）、
橋
本
涼
太
（
滋
賀
・
近
江
）

▽
90
㎏
級
＝
①
田
嶋
剛
希
（
東
京
・
国
士
舘
）
②
田
中
英
二
朗
（
福
岡
・
東
海
大
第
五
）

③
神
鳥
剛
（
愛
知
・
大
成
）、
片
倉
弘
貴
（
群
馬
・
前
橋
育
英
）

▽
無
差
別
＝
①
太
田
彪
雅
（
栃
木
・
白
鷗
大
足
利
）
②
石
川
竜
多
（
茨
城
・
水
戸
工
）

③
上
野
翔
平
（
石
川
・
津
幡
）、
蓜
島
剛
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

■
女
子
個
人

▽
52
㎏
級
＝
①
坂
上
綾
（
兵
庫
・
夙
川
学
院
）
②
常
見
海
琴
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

③
福
添
み
の
り
（
長
崎
・
長
崎
明
誠
）、
仲
田
奈
央
（
神
奈
川
・
桐
蔭
学
園
）

▽
57
㎏
級
＝
①
谷
川
美
歩
（
静
岡
・
藤
枝
順
心
）
②
舟
久
保
遥
香
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

③
林
美
七
海
（
大
阪
・
東
大
阪
大
敬
愛
）、栗
田
ひ
な
の
（
神
奈
川
・
横
須
賀
学
院
）

▽
63
㎏
級
＝
①
嶺
井
美
穂
（
神
奈
川
・
桐
蔭
学
園
）
②
鍋
倉
那
美
（
愛
知
・
大
成
）

③
田
中
志
歩
（
山
口
・
聖
光
）、
小
柳
穂
乃
果
（
福
岡
・
敬
愛
）

▽
70
㎏
級
＝
①
青
柳
麗
美
（
鹿
児
島
・
鹿
児
島
情
報
）
②
中
江
美
裕
（
愛
知
・
大
成
）

③
吉
本
朝
香
（
高
知
・
高
知
）、
畠
石
香
花
（
茨
城
・
土
浦
日
大
）

▽
無
差
別
＝
①
荒
谷
莉
佳
子
（
東
京
・
帝
京
）
②
鈴
木
伊
織
（
愛
知
・
大
成
）
③

冨
田
若
春
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）、
斉
藤
芽
生
（
大
阪
・
東
大
阪
大
敬
愛
）

男子団体優勝＝国士舘（東京）女子団体優勝＝埼玉栄（埼玉）

男子個人戦優勝者＝左から古賀、立川、藤原、田嶋、太田

女子個人戦優勝者＝左から坂上、谷川、嶺井、青柳、荒谷

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース

　

こ
の
大
会
は
、
年
度
初
め
に
新
中
学
生

剣
士
の
進
学
を
祝
う
と
と
も
に
、
小
学
生

剣
士
が
相
互
の
連
帯
感
、
親
睦
感
を
深
め

つ
つ
、
よ
り
充
実
し
た
練
習
と
親
善
の
個

人
試
合
を
体
験
し
て
、
大
き
な
希
望
と
豊

か
な
心
を
養
う
こ
と
を
一
つ
の
ね
ら
い
と

し
て
い
る
。

　

始
め
の
入
場
行
進
で
は
、
関
東
を
主
と

し
て
集
ま
っ
た
少
年
剣
士
た
ち
が
、
晴
れ

の
日
本
武
道
館
で
の
錬
成
大
会
に
胸
を
弾

ま
せ
、
元
気
よ
く
行
進
し
た
。

　

開
会
式
で
は
松
村
政
孝
大
会
会
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
「
ち
か
い
の
こ
と
ば
」
と
し
て

新
６
年
生
代
表
の
古
屋
虎
盛
選
手（
埼
玉
・

白
岡
市
剣
道
連
盟
）
が
「
中
学
校
へ
進
学

し
た
先
輩
方
、
ご
進
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
時
に
は
や
さ
し
く
、
時
に
は
厳

し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
日
は
日
々
稽
古
で

学
ん
で
い
る
こ
と
を
活い

か
し
、
正
々
堂
々

闘
い
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
述
べ
、

「
感
謝
の
こ
と
ば
」
と
し
て
新
中
学
１
年

生
代
表
の
宇
賀
久
倫
選
手
（
大
阪
・
大
阪

泉
佐
野
心
明
館
）
が
「
日
々
の
稽
古
は
厳

し
く
苦
し
く
、
試
合
に
も
負
け
て
挫
け
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
先
生
や
仲

間
に
温
か
く
見
守
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
ま

「感謝のことば」新中学１年生
宇賀久倫（大阪・大阪泉佐野心明館）

「ちかいのことば」新６年生
古屋虎盛（埼玉・白岡市剣道連盟）

　第 52 回関東小学生剣道錬成大会

（主催＝東京都少年剣道研究会） が

４月 12 日、日本武道館大道場にお

いて、関東を主として小学４年生

から中学１年生の約 2200 名が参加

して、盛大に開催された。

 「文武両道」「和気満堂」を大会の

主眼とし、毎年４月、日本武道館

において開催している。

年度初めの決意を胸に
少年剣士2200名が集う

関東小学生
剣道錬成大会
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で
や
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
校
で
も

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
剣
道
・

学
業
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
参
加
者
を
４
つ
の
集

団
に
分
け
、
交
代
し
な
が
ら
掛
か
り
稽
古

を
行
っ
た
。
選
手
た
ち
は
大
道
場
一
杯
に

広
が
り
、
破
れ
ん
ば
か
り
の
気
合
い
を
あ

げ
、
元
立
ち
の
指
導
者
に
掛
か
っ
て
い
っ

た
。

　

続
い
て
の
互
角
稽
古
で
は
、
元
立
ち
の

指
導
者
間
で
模
範
稽
古
と
な
っ
た
。
選
手

は
大
道
場
の
周
り
に
広
が
り
、
熱
心
に
見

取
り
稽
古
を
行
っ
て
い
た
。

　

会
場
を
16
試
合
場
に
分
け
、
個
人
戦
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
試
合
が
行
わ
れ
た
。

選
手
た
ち
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
気
力
を
つ
く
し
、
各
試
合
場
で

熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

 

「
文
武
両
道
」
を
主
眼
と
す
る
本
大
会
で

は
、「
作
文
」「
絵
」「
書
道
」
の
作
品
道

場
を
実
施
し
て
い
る
。

　

特
に
西
ロ
ッ
カ
ー
室
で
行
わ
れ
た
「
書

道
」
で
は
、
選
手
た
ち
が
列
を
な
す
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
。
剣
士
た
ち
は
竹
刀
を
筆
に

持
ち
替
え
、
新
年
度
に
向
け
た
抱
負
を
書

き
上
げ
た
。

　

閉
会
式
で
は
万
歳
三
唱
を
行
い
、
大
会

は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

作
品
道
場
「
書
道
」
の
部

関
本
貫
汰
君
（
東
京
・
小
平
市
錬
心
館
）

各
試
合
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
歓
声
が
飛
交
っ
た

【
大
会
結
果
】

◇
剣
道
優
勝
者
（
中
学
１
年
生
）

▽
熊
崎
晃
誠
（
江
戸
川
区
・
下
鎌
田

剣
）
▽
大
島
菜
々
華
（
宇
都
宮
市
・

眞
和
館
）
▽
神
代
大
和
（
高
萩
市
・

高
萩
武
徳
殿
）
▽
石
井
未
奈
萌
（
長

瀞
町
・
長
瀞
修
心
館
）
▽
晝
間
千
弘

（
横
浜
市
・
矢
向
剣
友
会
）
▽
本
村

嘉
偉
（
横
浜
市
・
横
浜
戸
塚
）
▽
清

水
琢
光
（
青
梅
市
・
青
梅
錬
心
館
）

▽
小
泉
雄
大
（
葛
飾
区
・
新
小
岩
剣

友
会
）
▽
垣
井
く
る
み
（
川
崎
市
・

御
幸
剣
友
会
）

■
作
品
道
場
入
選
者

◇
作
文
の
部

▽
髙
橋
可
純
（
中
１
・
袖
ヶ
浦
剣
道

同
好
会
）
▽
森
優
晴
（
６
年
・
習
志

野
剣
志
会
）
▽
岩
崎
善
大
（
中
１
・

三
浦
道
場
）
▽
有
村
卯
波
（
６
年
・

鷺
沼
剣
友
会
）
▽
全
指
有
紀
（
６
年
・

鷺
沼
剣
友
会
）
▽
靏
岡
正
基
（
５
年
・

鴨
警
察
剣
道
少
年
団
）
▽
和
田
ひ
か

る
（
５
年
・
印
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）

◇
絵
の
部

▽
松
山
真
輔
（
４
年
・
錬
心
館
中
島

道
場
）
▽
齋
藤
真
宏
（
５
年
・
大
森

剣
友
会
）
▽
山
吉
正
晃
（
６
年
・
染

谷
警
察
剣
道
教
室
）
▽
長
瀬
あ
か
り

（
６
年
・
五
常
之
会
）
▽
田
中
さ
く

ら
（
６
年
・
瀬
谷
区
剣
道
連
盟
）
▽

眞
里
谷
育
（
５
年
・
さ
つ
き
が
丘
剣

道
部
）
▽
竹
内
舞
唯
（
６
年
・
中
島

道
場
）

◇
書
道
の
部

▽
吉
川
海
斗
（
中
１
・
白
岡
市
剣
道

連
盟
）
▽
瀬
尾
知
里
（
中
１
・
江
南

剣
道
教
室
）
▽
飯
田
翔
馬
（
中
１
・

剣
修
小
比
企
剣
道
）
▽
吉
田
有
毅
（
中

１
・
鋸
南
剣
道
）
▽
加
治
奈
津
子
（
中

１
・
雄
武
剣
友
会
）
▽
鎌
手
隆
太
（
中

１
・
大
森
剣
友
会
）
▽
近
藤
愛
（
中
１
・

松
原
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
藤

原
隆
央
（
中
１
・
根
郷
剣
友
会
）
▽

野
々
口
雄
斗
（
中
１
・
根
郷
剣
友
会
）

▽
遠
藤
美
悠
（
６
年
・
東
京
小
島
剣

友
会
）
▽
内
田
瑞
基
（
６
年
・
印
南

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
斗
ヶ
澤

紫
雲
（
６
年
・
浦
安
本
部
道
場
）
島

田
錬
（
６
年
・
舎
人
剣
友
会
）
▽
佐

藤
涼
奈
（
６
年
・
鴨
川
警
察
署
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
津
村
藍
里
（
５

年
・
印
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽
佐
藤
桃
奈
（
３
年
・
鴨
川
警
察
署

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道・
スポーツの真髄

辻　秀一 著
スポーツドクター

（ 四六判・上製・248 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
皇學館大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）




